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こ
の
と
こ
ろ
、
新
入
会
さ
れ
る
方
の
現
役
時
代
の

ご
職
業
を
伺
う
と
、
金
融
機
関
で
ご
活
躍
さ
れ
た
方
が
目
立
ち

ま
す
。
そ
れ
も
民
間
、
系
統
系
、
政
府
系
を
問
い
ま
せ
ん
。
多

く
は
先
輩
や
同
期
で
あ
る
現
会
員
に
勧
め
ら
れ
て
、
が
動
機
で

す
が
、
共
通
す
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
役
時

代
の
た
ゆ
ま
ぬ
自
己
研
鑽
が
「
習
い
性
」
に
な
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
、
そ
れ
は
読
書
傾
向
や
規
則
正
し
い
生
活
に
も
表
れ
て

…
…
。
ず
ぼ
ら
な
身
に
と
っ
て
は
脱
帽
の
限
り
で
す
。

　

４
月
の
講
演
会
は
、
後
藤
謙
次
氏（
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、

藤
本
隆
宏
氏（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）、
叶
芳
和
氏（
日
本
経

済
大
学
教
授
）、
伊
藤
元
重
氏（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）を
お

招
き
し
ま
す
。

　

新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。
蛭
闢
淳
文
氏
、
藤
井
誠
氏
。

 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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中
部
◆　

先
ご
ろ
愛
知
県
沖
で
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ド
の
試

掘
が
成
功
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
の
直
後
に
、
産
業
タ
イ
ム
ズ
社

長
の
泉
谷
渉
氏
に
よ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
／
オ
イ
ル
革
命
の
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
同
氏
は
昨
年
、
東
洋
経
済
か
ら
長
谷
川
慶
太

郎
氏
と
共
著
で
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
の
本
を
出
し
、
売
れ
行
き

も
上
々
。
泉
谷
氏
は
「
ア
メ
リ
カ
は
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
た
よ
う
な
も
の
」
と
結
論
。
一
方
、
返
す
刀
で
天
然
ガ
ス

に
国
家
収
入
の
多
く
を
依
存
す
る
ロ
シ
ア
や
埋
蔵
量
は
多
い
が

開
発
コ
ス
ト
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
中
国
は
、
今
後
ま
す
ま
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
競
争
で
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
も
指
摘
。
日
本
に
つ

い
て
は
掘
削
時
の
シ
ー
ム
レ
ス
パ
イ
プ
が
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ

ー
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
多
く
の
面
で
日
本
企
業
の
機

材
が
使
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
最
後
の
ほ
う
は
、
さ
な
が

ら
株
式
講
演
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

４
月
の
定
例
講
演
会
は
、
中
前
忠
・
中
前
国
際
経
済
研
究
所

代
表
、
與
那
覇
潤
・
愛
知
県
立
大
学
准
教
授
、
評
論
家
・
金
美

齢
氏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）
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